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安心の未来づくり

　2017年9月22日（金）『メルパルク OKAYAMA』において電機岡山

地協第22回定期大会を開催しました。来賓には、電機連合本部より

大津中央執行委員、連合岡山より

金澤会長、民進党岡山県連より

高原副代表にご臨席いただき、代

議員・役員を含め、計36名が出

席し、2016年度経過報告（活動・

決算）、2016～2017年度運動方

針の補強、2017年度予算など、

全ての議事が満場一致で可決承認

されました。また、定期大会にあ

わせ第9回ＯＢ連絡会総会を開催

しました。

No.60

満場一致で採択

議長挨拶

小松 明
大会書記長

議長団
田村 浩貴・北窓 圭 両議長

山本 耕平
議事運営委員長

畑中 幸治
資格審査委員長

第22回

●とき　2017年9月22日（金）　●ところ　メルパルク OKAYAMA

大

会

役

員

御
来
賓
の
方
々

民進党岡山県連

高原 俊彦  副代表
連合岡山

金澤 稔  会長
電機連合本部

大津 未来生  中央執行委員

【電機岡山地協　顧問弁護士】 河田 英正 弁護士　
　住所：岡山市北区弓之町２－15　弓之町シティセンタービル３Ｆ

　　　　河田英正法律事務所
　電話：086－231－2885　FAX：086－231－2886

くらしの法律相談

※『相談』は基本的には無料ですが、『相談』以上の
実務になった場合は、弁護士との個別契約となり、
費用の自己負担が必要となります。

＊交通事故で保障問題が起こってお困りの方

＊遺産相続で税金や相続関係でお困りの方

＊借金等、金銭問題でお困りの方

＊土地・建物の売買でトラブルが発生し、お困りの方

＊離婚問題等、夫婦･親子関係でお困りの方

＊その他、日常生活でお困りのこと何でも結構です。

こんな方はぜひご相談下さい！

電機連合
ハートフルセンター

助け合い、思いやり、あなたに寄り添う電機共済
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 【第21期運動の振り返り】
　昨年の大会は、岡山地協結成から20周年という
節目であり、これまで１年間の運動は、「変化に適
応してきた伝統を受け継ぎ、人と人、組織と組織
をつなぎ、次の10年へ向け、新たな一歩を踏み出
した」という姿だったと認識している。具体的な
活動の振り返りについては、後の活動経過報告と
重なる部分があろうかと思うが、次の10年に向け
ての布石として、取り組んできたいくつかの活動
について触れさせていただきたい。
　まずは、例年の大会でも建設的なご意見をいた
だいている、岡山地協が大事にしてきた「ふれあ
いイベント」「ゆとりイベント」について、開催時期・
企画内容を含め実行委員のみなさん、あるいは事
務局・幹事での検討を重ね、多くの組合員やご家
族に参加をいただくなかで、開催することができ
た。加えて、今期においても継続的な開催のご要
望をいただいている。
　地協組織運営の基盤となる日常活動については、
都度の幹事会の充実を意図し、連絡事項や審議事
項だけにとどまらない情報・課題の共有なども精
力的に行ってきた。加えて、電機本部や中国・四
国ブロックとの協同、本日ご来賓の連合岡山や民
進党との様々な連携、取り組みで地域における産
別組織としての役割を果たすとともに、さらにそ
の機能や価値を高めていく活動を継続的に行って
きた。
　その一方で、私たちの組織は人員規模で縮小の
一途にあることも事実であり、新たな仲間づくり
に向けた働きかけも継続的に行っている。成果を
だすことはたやすくないが、この点についても未
来に運動をつないでいくうえで、不可欠な要素で
あると認識している。
　以上、活動の一端ではあるが、加盟組合のご協

川井田議長
　大会挨拶要旨 抜粋

力により、足元の課題に向き合いながら、未来を
創造していくための電機岡山らしい運動が一定程
度行えたものと振り返る次第である。

 【第22期の運動にあたり】
　第22期も「連帯の絆」にもとづく、「頼りがい」
が実感できる産別活動をめざし、みなさんととも
に歩みを進めていきたいと考えている。運動サイ
クルの中間期である今期、重点をおいて取り組む
活動は、前期同様に２点となる。
　ひとつは、「組織強化」の取り組みである。先ほ
ど述べさせていただいた通り、組織実態からも地
協としての運動の難しさや悩みは増すものと認識
するが、そのなかにおいても活動の基盤となる幹
事会の継続的な充実、役員育成のための各種研修
会の開催、上部団体、地域における他産別との連
携による足腰の強化に取り組む。そして、これま
での伝統・前例に甘んじることのない各種イベン
トの企画・開催によって、電機の仲間としての一
体感や連帯感が実感できる機会を継続的に創出し
ていきたい。さらに、運動の原点としての助け合い、
支え合いはもとより、私たちの組織において無保
障者をなくすというという意味でも、共済制度推
進に引き続き取り組んでいく。加えて、今後も持
続可能な組織体であるための新たな仲間づくりに
ついては、より電機連合本部との連携を強める中
で、戦略的に、慎重かつ粘り強く取り組んでいく。
　もうひとつは、「地域・社会対策」の取り組みで
ある。改めて、私たちは、どんな社会をめざし、
どんな地域をつくりたいのか？その実現のために
どのような行動を起こすのか？ということについ
て、平時から組織内での共通理解を深めていくこ
とが重要であると認識している。あるいは産業分
野、地域レベルでの政策実現のためにも、電機本部、
連合岡山、産別組織、そして民進党をはじめとす
る組織内・協力議員との引き続きの連携がますま
す必要であると考える。昨今、何のため、誰のた
めの政治なのか、国民全体が疑問視するような事
象も多く続いてきたが、我々は、こういう時こそ、
社会の安定体として政治に積極的に関与し続ける
意義があると認識する。引き続き、みなさんのご
理解と力強いご支援をお願いしたい。

氏　　　名
河　原　博　之
福　原　満　夫
仲　井　宏　明

出　身　組　織　名
パナソニック  コネクティッドソリューションズ労働組合　岡山支部
パナソニック  デバイス労働組合　津山支部
パナソニック  コネクティッドソリューションズ労働組合　作州支部

　第22回地協定期大会に合わせ、第９回ＯＢ連
絡会総会を開催しました。
　連絡会総会には６名のご出席をいただき、向こ
う２年間の役員を確認するとともに、現役役員と
の懇親・交流をしっかりと深めていただきました。

電機連合岡山地協第９回ＯＢ連絡会総会を開催

2017年～2018年度　代表世話人

2017年度電機連合岡山地協行事日程

《2017年》

11月
２日～３日

10日～11日
17日
12月
14日

16日
予定

予定

《2018年》

１月
10日
11日

12日
予定

予定
25日～26日
２月
１日
３日
16日～17日

20日
23日～24日
予定
予定

３月
８日
予定
24日
予定
４月
予定
13日～14日
30日
５月
11日～12日
予定

26日
６月
２日
５日

６日

予定

22日～23日
７月
12日～13日
19日
８月
８日
20日～21日
24日～25日
９月
１日
６日
21日～22日

◎中国ブロック　合同三役会議・第１回幹
事会
◎中国・四国ブロック　ユニオンセミナー
◎連合岡山第20回定期大会

◎岡山県労働安全衛生センター第25回総会・
研修会
◎岡山地協共済加入促進担当者会議
◎中国ブロック　第１回男女平等参画推進
委員会
◎第１回イベント実行委員会

◎三労連　中国ブロック第２回代表者会議
◎第２回幹事会・第104回中央委員会議案
オルグ
◎連合岡山2018新年交歓会
◎中国ブロック　第２回男女平等参画推進
委員会
◎第２回イベント実行委員会
◎電機連合　第104回中央委員会

◎連合岡山2018年春季生活闘争宣言集会
◎岡山地協加盟組合役員研修会
◎中国ブロック　第27回フレンドリーフォー
ラム
◎会計監査（中間）
◎中国・四国ブロック　経営分析セミナー
◎連合岡山　春闘総決起集会
◎第３回イベント実行委員会

◎連合岡山　政治学習会
◎第４回イベント実行委員会
◎第３回幹事会
◎連合岡山　青年委員会代表者会

◎第19回ふれあいイベント
◎中国ブロック　第23回書記研修会
◎連合岡山　第29回岡山県中央メーデー

◎幹事研修会
◎中国・四国・九州ブロック　フォーラム議
員団会議
◎第21回ゆとりイベント

◎三労連　第28回エネルギーシンポジウム
◎連合岡山　非正規労働問題に関する学習
会
◎第４回幹事会・第66回定期大会議案オル
グ
◎中国地協・岡山地協合同　第32回労使懇
談会
◎書記長会議

◎電機連合　第66回定期大会
◎連合岡山　平和行動 in 岡山

◎会計監査（期末）
◎中国・四国ブロック　最賃対策連絡会議
◎三労連　第24回エネルギー施設見学会

◎第５回幹事会
◎連合岡山　政策・制度討論集会
◎岡山地協第23回定期大会
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◎第４回幹事会・第66回定期大会議案オル
グ
◎中国地協・岡山地協合同　第32回労使懇
談会
◎書記長会議

◎電機連合　第66回定期大会
◎連合岡山　平和行動 in 岡山

◎会計監査（期末）
◎中国・四国ブロック　最賃対策連絡会議
◎三労連　第24回エネルギー施設見学会

◎第５回幹事会
◎連合岡山　政策・制度討論集会
◎岡山地協第23回定期大会
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岡山地方協議会
〒709-0893 岡山市東区東平島1360番地
（パナソニック コネクティッドソリューションズ労働組合岡山支部内）

TEL  086-297-3805
FAX  086-297-3806

E-mail : denki.okayama@jeiu.or.jp

安心の未来づくり

　2017年9月22日（金）『メルパルク OKAYAMA』において電機岡山

地協第22回定期大会を開催しました。来賓には、電機連合本部より

大津中央執行委員、連合岡山より

金澤会長、民進党岡山県連より

高原副代表にご臨席いただき、代

議員・役員を含め、計36名が出

席し、2016年度経過報告（活動・

決算）、2016～2017年度運動方

針の補強、2017年度予算など、

全ての議事が満場一致で可決承認

されました。また、定期大会にあ

わせ第9回ＯＢ連絡会総会を開催

しました。

No.60

満場一致で採択

議長挨拶

小松 明
大会書記長

議長団
田村 浩貴・北窓 圭 両議長

山本 耕平
議事運営委員長

畑中 幸治
資格審査委員長

第22回

●とき　2017年9月22日（金）　●ところ　メルパルク OKAYAMA

大

会

役

員

御
来
賓
の
方
々

民進党岡山県連

高原 俊彦  副代表
連合岡山

金澤 稔  会長
電機連合本部

大津 未来生  中央執行委員

【電機岡山地協　顧問弁護士】 河田 英正 弁護士　
　住所：岡山市北区弓之町２－15　弓之町シティセンタービル３Ｆ

　　　　河田英正法律事務所
　電話：086－231－2885　FAX：086－231－2886

くらしの法律相談

※『相談』は基本的には無料ですが、『相談』以上の
実務になった場合は、弁護士との個別契約となり、
費用の自己負担が必要となります。

＊交通事故で保障問題が起こってお困りの方

＊遺産相続で税金や相続関係でお困りの方

＊借金等、金銭問題でお困りの方

＊土地・建物の売買でトラブルが発生し、お困りの方

＊離婚問題等、夫婦･親子関係でお困りの方

＊その他、日常生活でお困りのこと何でも結構です。

こんな方はぜひご相談下さい！

電機連合
ハートフルセンター

助け合い、思いやり、あなたに寄り添う電機共済


